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この冊子は経済産業省「平成20年度産業経済研究委託事業」として、京都市教育委員会の協力のもと、財団法人京都高度技術研究所が
開発した教育メディア教材（マンガ）に、京セラ株式会社が資料を追加したものです。
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取り付けられた太陽電池（左）と
ワクチン冷蔵庫（下）

自動車

ソーラー発電所（スペイン）

ショッピングセンター

活躍する
太陽電池

場所でい
ろい
ろな

かつ   やく

太陽電池で発電した電気で動く
ワクチン用冷蔵庫（南アフリカ）

れいぞう  こ

住　宅
じゅう　　たく

トヨタ・プリウス
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1932年
（昭和7年）

1938年
（昭和13年）

1944年
（昭和19年）

1945年
（昭和20年）

1948年
（昭和23年）

1951年
（昭和26年）

1955年
（昭和30年）

1958年
（昭和33年）

1959年
（昭和34年）

1963年
（昭和38年）

1966年
（昭和41年）

1969年
（昭和44年）

1971年
（昭和46年）

1972年
（昭和47年）

1975年
（昭和50年）

1976年
（昭和51年）

1979年
（昭和54年）

0歳

6歳

12歳

13歳

16歳

19歳

23歳

26歳

27歳

31歳

34歳

37歳

39歳

40歳

43歳

44歳

47歳

鹿児島市薬師町に生まれる（写真）

鹿児島市立西田小学校に入学

西田小学校を卒業　鹿児島第一中等学校を
受験するが失敗し、尋常高等小学校に入学

結核で寝こんでいる時に、『生命の実相』を読む
空襲により実家が焼ける

鹿児島市高等学校第3部に進学

鹿児島大学工学部応用化学科に入学

鹿児島大学を卒業後、京都の碍子製造会社松風工業に入社（写真）、ファインセラミックス＊

の研究にたずさわる

上司である技術部長と技術開発の方針で衝突し、松風工業をやめる
青山政次部長とその友人西枝一江氏、交川有氏らの助けにより、
新会社設立を決意

京都セラミツク株式会社を創業

滋賀蒲生工場を新設

IBMより大型コンピュータ用の集積回路用基板を
大量に受注　大変な忙しさの中、社長に就任（写真）

鹿児島川内工場を新設し、IC用セラミック多層パッケージを生産
アメリカに会社を設立

大阪証券取引所第二部、京都証券取引所に株式上場

鹿児島国分工場を新設

日米４と合弁でジャパン・ソーラー・エナジー株式会社（JSEC）を設立し、
太陽電池の開発を開始

米国証券取引所へ株式上場（写真）

トライデント社（電子機器メーカー）設立、
サイバネット工業（通信機器メーカー）買収

1982年
（昭和57年）

1983年
（昭和58年）

1984年
（昭和59年）

1985年
（昭和60年）

1986年
（昭和61年）

1987年
（昭和62年）

1989年
（平成1年）

1990年
（平成2年）

1994年
（平成6年）

1995年
（平成7年）

1997年
（平成9年）

2000年
（平成12年）

2001年
（平成13年）

2004年
（平成16年）

2005年
（平成17年）

2006年
（平成18年）

2009年
（平成21年）

50歳

51歳

52歳

53歳

54歳

55歳

57歳

58歳

62歳

63歳

65歳

68歳

69歳

72歳

73歳

74歳

77歳

社名を「京セラ株式会社」にする

株式会社ヤシカ（カメラメーカー）を合併
若い経営者のための経営塾、盛友塾（現：盛和塾）が発足

自分の資産を使い、稲盛財団を設立、
理事長に就任　第二電電企画株式会社
（後の第二電電DDI）を設立、会長に就任（写真）

第一回京都賞授賞式を行う

京セラの会長に専任

関西セルラー株式会社（携帯電話通信事業者）を設立

エルコ（コネクタメーカー）を買収

AVX（電子部品メーカー）を合併（写真）

株式会社DDIポケット企画（PHS通信業者）
を設立

京都商工会議所会頭に就任

京セラ、第二電電の会長職を退き、取締役名誉会長に就任 
臨済宗妙心寺派円福寺で得度＊　　　　　　　　　　  ＊仏の道に入ること

三田工業（複写機メーカー）を支援し、京セラミタ発足　DDI、KDD、IDOが
合併し、KDDI発足　KDDIの名誉会長に就任（写真）

KDDIの最高顧問に就任

児童養護施設・乳児院「京都大和の家」
（京都府相楽郡精華町）を創設

京セラの取締役を退任（写真）

九州大学名誉博士号を授与される
ケースウェスタンリザーブ大学名誉工学博士号を授与される

世界規模で起業家＊育成に貢献し、起業家精神を伝えるために最も
ふさしい人物に与えられる「世界起業家賞」を受賞　　　＊会社をつくる人

やくしちょうか　ご  しま

か　ご  しま

けっかく じっそうね

やくうしゅう

せいゆうじゅくけいえいじゅくけいえいしゃわか せいわじゅく ほっそくげん

りんざいしゅうみょうしんじはえんぷくじ とくど
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＊まじり気のない質の高い材料を使い、厳しく管理された作り方で作られる特しゅな磁器（焼き物）
しつ ざいりょう きび かんり じき や

かぶしき

かぶしき がっぺい

しさん ざいだんいなもり せつりつ
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